
東北医科薬科大学若林病院　
施設紹介



若林病院の歴史

　東北医科薬科大学若林病院は、１９７９年日本
電信電話公社の職域病院として開院。翌年一般
病院として診療開始しました。電電公社の民営化
に伴いＮＴＴ東北逓信病院に改称。その後ＮＴＴ東
日本東北病院と改称し、地域の病院として市民の
健康を支えてきました。

２０１６年に東北医科薬科大学の附属病院になり、
東北医科薬科大学若林病院になりました。



外来スタッフ

 非常勤医師　２名

 看護師　　　１名

 視能訓練士　２名

 受付　　　　１名



診療体制
 月・火・水・金　 午前　一般診療　受付１１時まで
　　　　　　　　　 午後　予約診療　予約検査
 木　　　　　　　 午前　予約診療
　　　　　　　　　 午後　予約検査
　　　　
　　　　



検査機器
・トノレフ　　　　　　
・レンズメーター
・ＯＣＴ
・眼底カメラ
・無散瞳カメラ
・ＨＶＦ
・ＧＰ
・ＨＥＳＳ
・スペキュラー
・ＡＲＧＯＳ
・ハンディフリッカー
・ハンディーレフ


